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兵
庫
教
育
大
学
で
は
昭
和
53

（
１
９
７
８
）年
10
月
の
開
学
以

来
、兵
庫
県
や
県
内
自
治
体
と

連
携
し
て
地
域
の
教
育
力
の
発

展
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。開
学
35
周
年
を

記
念
し
、井
戸
敏
三
知
事
を
お

迎
え
し
て
、こ
れ
か
ら
の
兵
庫

県
と
兵
庫
教
育
大
学
と
の
連
携
・

協
働
に
つ
い
て
、加
治
佐
哲
也
学

長
と
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

加
治
佐　

先
の
知
事
選
挙
で
見
事

4
選
を
果
た
さ
れ
、心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

井
戸　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

知
事
と
し
て
の
新
し
い
任
期
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。“
日
本
の
縮
図
”

と
言
わ
れ
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

は
じ
め
幾
度
の
困
難
を
越
え
て
き

た
本
県
と
し
て
、21
世
紀
兵
庫
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
が
描
く
「
創
造
と
共
生
の

舞
台
・
兵
庫
」
の
実
現
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

―
―
兵
庫
教
育
大
学
は
今
年
10
月

で
開
学
35
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

加
治
佐　

本
学
は
昭
和
53（
１‌

９

７‌

８
）年
10
月
、現
職
教
員
に
研
修
・

研
鑽さ

ん

の
機
会
を
提
供
す
る
新
構
想

の
教
育
大
学
と
し
て
開
学
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
に
8
千
人
を
超
え
る

大
学
院
修
了
生
と
5
千
人
を
超
え

る
学
部
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。彼
ら
の
多
く
が
学
校
現
場
や
教

育
行
政
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
お
り
、

教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
に
資
す

る
本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
果
た
さ
れ

て
い
る
証
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
戸　

早
い
も
の
で
す
ね
。
当
時
、

本
県
は
中
国
自
動
車
道
の
県
内
全

線
開
通
に
合
わ
せ
て
、東
播
磨
内
陸

研
究
学
園
都
市
群
構
想
を
策
定
し
、

新
構
想
の
兵
庫
教
育
大
学
の
誘
致

を
進
め
ま
し
た
。開
学
以
来
、ま
さ

に
わ
が
国
の
教
師
教
育
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
で
あ
り
、ま
た
本
県
の
教
育

力
の
向
上
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。兵
庫
教
育
大
学
の
卒
業
者
で
教

職
に
就
い
た
約
8
割
、修
了
生
の
約

6
割
の
方
が
県
内
で
就
職
し
て
い
ま

す
。ま
た
、本
県
か
ら
大
学
院
に
派

遣
し
た
多
く
の
現
職
教
員
の
皆
さ

ん
は
修
了
後
、学
校
現
場
な
ど
の
中

核
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
兵
庫
県
と
兵
庫
教
育
大
学
は

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

加
治
佐　

本
学
は
教
員
養
成
大
学

と
し
て
、地
域
社
会
の
教
育
や
文
化

の
進
展
に
寄
与
す
る
事
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
、兵
庫
県
と
も
さ
ま
ざ

ま
な
連
携
・
協
働
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。平
成
16（
2
0
0
4
）年
度
か

ら
県
教
育
委
員
会
と
共
催
し
て
い
る

「
学
校
管
理
職
・
教
育
行
政
職
特
別

いど・としぞう　昭和20（1945）年、新
宮町（現たつの市）生まれ。43（1968）
年、東京大学法学部を卒業し、自治省に
入省。自治大臣官房審議官を経て平成
8（1996）年、兵庫県副知事に就任。13

（2001）年、兵庫県知事選で初当選し、
今年7月に過去最多得票で4選を果たす。
22（2010）年からは関西広域連合長も務
めている（現在2期目）。

兵
庫
県
と
兵
庫
教
育
大
学
と
の

連
携・協
働
に
つ
い
て

特別座談会

井戸敏三氏 
兵庫県知事

加治佐哲也
兵庫教育大学長

開学
35周年
特集
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研
修
」
は
、県
内
公
立
学
校
の
管
理

職
と
教
育
行
政
職
の
ほ
ぼ
全
員
が

受
講
し
て
い
ま
す
。こ
の
研
修
は
先

駆
的
な
研
修
と
し
て
、全
国
の
教
育

委
員
会
関
係
者
か
ら
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。ま
た
、県
立
教
育
研

修
所
の
心
の
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、本
学
教
員
も
入
っ
て
心
の
教
育

の
開
発
的
研
究
や
研
修
、啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。さ
ら
に
、県
立

教
育
研
修
所
や
嬉
野
台
生
涯
教
育

セ
ン
タ
ー
と
の
実
践
的
な
共
同
研
究
、

（
公
財
）県
生
き
が
い
創
造
協
会
と

の
県
民
連
携
講
座
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

井
戸　

本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

兵
庫
教
育
大
学
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。引
き
続
き
、確
か
な
学

力
と
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推

進
を
は
じ
め
、近
年
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る「
い
じ
め
」問
題
へ

の
対
策
や
特
別
支
援
教
育
に
か
か

る
教
員
の
専
門
性
の
向
上
、子
育
て

支
援
人
材
の
育
成
や
資
質
の
向
上

な
ど
の
面
で
も
連
携
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
―
今
年
4
月
、兵
庫
県
立
大
学
が

公
立
大
学
法
人
へ
移
行
し
ま
し
た

が
、ど
の
よ
う
な
大
学
を
目
指
す
の

で
す
か
。

井
戸　

大
学
の
自
律
性
を
高
め
て
、

学
生
や
地
域
に
魅
力
あ
る
大
学
づ

く
り
を
進
め
、業
務
運
営
の
効
率
化

を
図
る
た
め
に
移
行
し
ま
し
た
。6

月
に
は
平
成
30（
2
0
1
8
）年
度

ま
で
に
達
成
す
べ
き
中
期
目
標
を
策

定
し
ま
し
た
。総
合
大
学
と
し
て
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら
、国
際

的
水
準
の
教
育
・
研
究
や
人
材
育
成

と
と
も
に
地
域
に
根
差
し
、地
域
の

期
待
に
応
え
る
大
学
を
目
指
し
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
伝
統
と
強
み
を
生

か
し
た
個
性
、特
色
豊
か
な
大
学
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。兵
庫
教
育

大
学
と
県
、県
立
大
学
が
連
携
し
て
、

教
育
の
質
の
向
上
や
地
域
連
携
の
面

で
何
か
形
に
な
る
も
の
が
で
き
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

加
治
佐　

現
在
、県
立
大
学
を
は
じ

め
教
員
養
成
課
程
が
あ
る
県
内
の

公
私
立
5
大
学
や
県
・
神
戸
市
教
育

委
員
会
と
共
に
教
員
養
成
高
度
化

シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
を
構
築
し
、発
信

す
る「
大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進

事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。も
ち

ろ
ん
、県
立
大
学
と
は
こ
の
先
も
さ

ら
な
る
連
携
・
協
働
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
大
学
改
革
が
急
務
と
さ
れ
る

現
在
、学
長
は
兵
庫
教
育
大
学
の
目

指
す
べ
き
方
向
性
を
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。ま
た
、知
事
は
兵
庫
教

育
大
学
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期

待
さ
れ
ま
す
か
。

加
治
佐　

こ
れ
ま
で
通
り
、学
校
現

場
に
密
接
に
関
連
し
た
実
践
的
な

教
育
研
究
に
取
り
組
み
、教
育
委
員

会
等
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
っ
て
教

員
養
成
の
質
的
転
換
と
研
修
機
能

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、新
し
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
方
法
を
主

体
的
に
改
善
、開
発
す
る
先
駆
的
・

先
導
的
な
教
育
研
究
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
通
し
て
、教
師
教
育
の
実
践
と

研
究
に
お
け
る
全
国
拠
点（
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
）な
ら
び
に
地
域
拠

点（
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
）と

な
り
、「
教
師
教
育
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

井
戸　

新
し
い
兵
庫
づ
く
り
の
主
役

は
県
民
一
人
一
人
で
す
。自
分
が
生

ま
れ
、育
ち
、暮
ら
し
て
い
る
地
域
へ

の
愛
着
や
思
い
入
れ
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、地
域
の
将
来
を
考
え
、さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
取
り
組
む
活
動
が
生

ま
れ
ま
す
。そ
の
鍵
を
握
る
の
は
子

ど
も
た
ち
で
す
。多
様
な
体
験
教
育

や
地
域
活
動
を
通
し
て
、地
域
の
豊

か
な
自
然
や
歴
史
、文
化
な
ど
に
触

れ
、知
る
機
会
を
広
げ
て
、「
ふ
る
さ

と
意
識
」を
育
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
だ
け
に
35
年
も
の
間
、

兵
庫
県
の
教
師
教
育
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
兵
庫
教
育
大
学
に
は
、新
た

な
兵
庫
づ
く
り
の
推
進
役
を
担
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。開
学
35
周
年

を
契
機
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
時
代

の
変
化
に
対
応
で
き
る
指
導
力
、実

践
力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
教
育
者
を

輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

兵
庫
県
と
兵
庫
教
育
大
学
と
の

連
携・協
働
に
つ
い
て
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兵 庫 教 育 大 学 と の 連 携 に つ い て

連携・協働で人間力や教師力を高める

姫路市では、平成20（2008）年度末に教育創造プログラム
を策定し、授業力・人間力などとともに教師力を高めること

を重点目標に取り組んでいます。教員のライフステージや職能に
応じた研修が可能となるよう講座内容の精選や改善を図りながら、
実践的指導力や学級・学校運営能力の向上に努めていますが、
これまでの姫路市教育を振り返る時、兵庫教育大学の協力と連
携支援を抜きにしては語れません。とりわけ、小中一貫教育の導
入時や学校現場における課題教育の取組において兵庫教育大
学の多くの先生方のお力添えをいただき、感謝しています。
　「教育は人なり」とは言い古された言葉ですが、子どもの心に寄
り添いながら子どもと共に成長していく教員であってほしいもので
す。そのためには教育への熱い思いと深い人間力が欠かせませ
ん。学校現場は日々自己研鑚

さん

に向けた闘いの連続です。私も教
育長に就任して3年になりますが、その思いは確信に近いものにな
りつつあります。教員にとって大学での養成期間よりも、その後の

教職生活の方がずっと長いことから、資質・能力の向上方策につ
いてどのような制度設計を打ち出すかがその後の成否の鍵となり
ます。
　そう考えると、教育長の果たす役割と責任もこれから益々大きくな
るでしょう。学校現場の取組の実践や成果を検証し、真に実効あ
るものにするためには大学や教育専門機関、とりわけ教職大学院
との連携がこれまで以上に重要になります。教育委員会と大学が
それぞれの責任を果たしながら、両者の連携・協働を通して教員
の養成、継続的な学習に対する支援に不断に取り組んでいくこと
が不可欠です。附属学校における人事交流もそうした双方向の
ベクトルの中に位置づけられると考えます。また、学部生の皆さん
には、ボランティアやスクールアシスタントなど、小・中学校の学校
現場や地域活動等の様々な場面において子どもたちの学びや自
立を支援する活動にもっともっと積極的に関わって自らの適性を
磨いていただけたらと願っています。

兵
庫
教
育
大
学
の

社
会
貢
献
事
業
の
歩
み

　

昭
和
53（
１
９
７
８
）年
10
月
に
開

学
し
て
か
ら
平
成
13（
２
０
０
１
）年
ご

ろ
ま
で
、兵
庫
教
育
大
学
の
社
会
貢
献

事
業
と
い
え
ば
市
民
向
け
の
公
開
講

座
が
中
心
で
、こ
れ
は
全
国
の
国
立
大

学
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
う
で
し
た
。

　

社
会
貢
献
事
業
の
幅
が
広
が
っ
た
の

は
14（
２
０
０
２
）年
、文
部
科
学
省
が

特
色
あ
る
大

学
教
育
改
革

推
進
の
一
環

と
し
て
「
社

会
・
地
域
・
大

学
間
の
連
携

強
化
に
よ
る

地
域
貢
献
特

別
支
援
事
業

に
対
す
る
支

援
」
を
創
設

し
て
か
ら
で
す
。
兵
庫
教
育
大
学
で

は
自
治
体
等
と
の
連
携
の
窓
口
と
し
て

「
地
域
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。

兵
庫
県
と
協
議
を
重
ね
、学
校
現
場
の

課
題
解
決
の
支
援
な
ど
教
育
機
関
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、地
域
や

教
育
委
員
会
等
と
の
連
携
協
力
の
推

進
を
図
り
、地
域
の
教
育
や
学
術
、文

化
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
九
つ
の
社
会
貢
献
事
業
を
文
部

科
学
省
に
申
請
し
、15（
２
０
０
３
）年

度
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、時
期
を
同
じ
く
し
て
、県
立

教
育
研
修
所
と
県
立
嬉
野
台
生
涯
教

育
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
事
業
お
よ

び
、現
職
教
員
の
研
修
を
支
援
す
る
た

め
の
現
職
教
員
研
修
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

17（
２
０
０
５
）年
に
は
、中
央
教
育

審
議
会
答
申「
我
が
国
の
高
等
教
育
の

将
来
像
」で「
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、教

育
や
研
究
そ
れ
自
体
が
長
期
的
観
点

か
ら
の
社
会
貢
献
で
あ
る
が
、近
年
で

は
、国
際
協
力
、公
開
講
座
や
産
学
官

連
携
等
を
通
じ
た
、よ
り
直
接
的
な
貢

献
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
社
会
貢
献
の
役
割
を
、言
わ

ば
大
学
の『
第
三
の
使
命
』と
し
て
と

ら
え
て
い
く
べ
き
時
代
と
な
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
」と
さ
れ
、「
社
会

貢
献
」が
大
学
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し

て
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
教
育
大
学
の
社
会
貢
献
事
業

は
14（
２
０
０
２
）年
か
ら
ほ
ん
の
数
年

で
、単
独
実
施
中
心
か
ら
、地
域
や
教

育
委
員
会
等
と
の
連
携
協
力
で
取
り

組
む
形
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
兵
庫
教
育
大
学
の
社
会
連

携
事
業
は
、主
に
①
研
修
支
援
事
業
②

地
域
連
携
事
業
③
大
学
間
連
携
事
業

④
地
域
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地

域
貢
献
事
業
か
ら
成
り
ま
す【
図
】。

①
研
修
支
援

事
業

　

代
表
格
は
、

兵
庫
県
教
育

委
員
会
と
の
共

催
で
16
（
２
０

姫路市教育委員会教育長
中
なか

杉
すぎ

隆
たか

夫
お

氏

➡公開講座
「ガムランはともだち」

➡学校管理職・
教育行政職特別研修

兵庫教育大学企画課長
岩
いわ

佐
さ

文
ふみ

雄
お

開学
35周年
特集

昭和24（1949）年、香
寺町（現姫路市）出身。
兵庫県教育委員会高
校 教 育 課 指 導 主 事 、
教育企画室長、県立
姫路西高校校長などを
経て、平成22（2010）
年から現職。
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1
4

3

2

兵 庫 教 育 大 学 と の 連 携 に つ い て

新たな地域交流で「輝く加東」を目指す

兵庫教育大学は、小学校および幼稚園の教員を養成す
る学部と、主として現職の教員が研修・研鑚

さん

を行う大学
院を持つ大学として、昭和53（1978）年に加東市（当時は社
町）下久米地区に開学されました。開学当初から地域に開か
れた大学であることを目指し、大学施設の開放や公開講座など
を実施されています。また、加東市でも兵庫教育大学の立地を
活かし、兵庫県の「緑の回廊構想」や「東播磨内陸学園都市
構想」を基調に、他地域に先駆けて「産学住一体の学園都
市」の建設を推進し、兵庫県の学園都市構想の中核都市とし
て大きく発展してきました。
　近年の地方分権の進展や社会構造の変化に伴い、市民の
行政に対するニーズは複雑・多様化し、これまでのように行政だ
けの取組では、十分に応えることが難しくなってきています。言うま
でもなく、まちづくりは行政のみで完遂できるものではなく、あらゆる
主体との「協働」が必要であり、平成25（2013）年3月に策定し

たまちづくりの指針「加東市総合計画・後期基本計画」におい
ても、行政と共に市民や事業者をはじめ、あらゆる主体との協働
によるまちづくりが必要であると明記しています。
　このような状況の中、多様な資源や人材を持つとともに、地域
に密着した活動を展開される兵庫教育大学は、加東市のまちづ
くりにおいて必要不可欠な存在となっています。加東市では、こう
した交流・連携をさらに推進するため、兵庫教育大学をはじめ市
内で活躍される各種団体と連携し「輝く加東まちづくりコンソーシ
アム」を設立し、加東市一体となったまちづくりを進めています。
　兵庫教育大学にはより一層地域に開かれた大学として、行
政や地域との連携をより強力に進め、専門的な知識のみならず、
学生の若い力をまちづくりに活かしていただき、加東市が目指す
「このまちに住んでよかった、このまちに住み続けたいと思える『輝
く加東』」の実現に、今後も共に取り組んでいただけることを期待
します。

０
４
）年
か
ら
実
施
し
て
い
る
学
校
管

理
職
・
教
育
行
政
職
特
別
研
修
。県
内

公
立
小
・
中
・
高
校
、特
別
支
援
学
校
の

全
て
の
新
任
教
頭
、新
任
指
導
主
事
が

対
象
の
研
修
で
、全
国
で
も
例
が
な
く

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
地
域
連
携
事
業　

北
播
磨
地
域
５

市
１
町
と
連
携
協

力
協
定
を
締
結
し
、

連
絡
協
議
会
を
設

置
。
北
播
磨
地
域

の
教
育
、学
術
、文

化
の
進
展
に
寄
与

す
る
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

と
の
共
催
事
業
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

③
大
学
間
連
携

事
業

　

24（
２
０
１
２
）

年
度
か
ら
文
部
科

学
省
の
大
学
間
連

携
共
同
教
育
推
進

事
業
と
し
て
、県
内
の
５
公
私
立
大
学

と
兵
庫
県
・
神
戸
市
教
育
委
員
会
と
共

に
教
員
養
成
高
度
化
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル

の
構
築
・
発
信
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

④
地
域
交
流
推
進

セ
ン
タ
ー
に
よ
る

地
域
貢
献
事
業

　

セ
ン
タ
ー
は
地

域
と
の
窓
口
と
し

て
、
学
校
現
場
の

研
修
や
地
域
の
生

涯
学
習
活
動
の
場

に
大
学
教
員
を
派

遣
す
る
ス
ク
ー
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
社

会
が
大
学
に
求
め

る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
変

化
に
伴
い
、大
学
の

社
会
貢
献
事
業
の

在
り
方
は
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。社
会
の

要
望
に
応
え
て
い

く
た
め
に
は
他
大

学
、教
育
機
関
、自

治
体
等
と
の
連
携

協
力
が
ま
す
ま
す

必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加東市長
安
やす

田
だ

正
まさ

義
よし

氏

➡北播磨5市1町連携講座 
「力のつく授業づくりに向けて」

➡地域連携推進事業
「理科&科学の地域でのサイ
エンス祭」

昭和29（1954）年、社
町（現加東市）出身。48

（1973）年県立社高
校を卒業し、社町に入
庁。同町理事、加東市
助役・副市長などを経
て、平成22（2010）年
に加東市長に就く。

【図】兵庫教育大学における
社会連携事業概要

研修支援

大学間連携

地域連携

地域交流推進センターに
よる地域貢献事業

大学

▶兵庫県教育委員会

▶兵庫県立教育研修所

▶�地教委および�
教育センター等

▶（独）教員研修センター

▶兵庫県内の国公私立大学

▶北播磨地域の５市１町

▶兵庫県教育委員会

▶�兵庫県内の自治体
　および地教委等

▶（公財）兵庫県生きがい
	 創造協会

▶高等学校
　（高大連携協定校）

免許状更新講習

スクール・パートナーシップ事業

大学間連携共同教育推進事業

公開講座

地域子育て支援

産学官連携事業

大学コンソーシアム
ひょうご神戸に関する事業

地域等の窓口・情報発信

免許法認定公開講座

10年経験者研修

兵庫県・神戸市
免許法認定講習

＜地域等との連携協力協定＞
連携講座

地教委等との連携協力事業等

＜教職大学院連携協力協定＞
教職大学院における教育実習

地教委等との共同研究

＜高大連携事業＞
高大連携科目の提供

学校管理職・教育行政職特別研修
現職教員研修支援プログラム 
による事業
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2013
（平成25年）

2012
（平成24年）

2011
（平成23年）

2009
（平成21年）

2008
（平成20年）

2007
（平成19年）

2006
（平成18年）

2005
（平成17年）

2004
（平成16年）

2002
（平成14年）

2000
（平成12年）

1996
（平成8年）

1982
（昭和57年）

1981
（昭和56年）

1980
（昭和55年）

1978
（昭和53年）

人間発達教育専攻 学校教育学専攻 学校教育専攻

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科（
修
士
課
程
）

兵
庫
教
育
大
学
開
学（
10
月
1
日
）

教育
コミュニケーションコース

教育
コミュニケーションコース 教育基礎コース

スクールリーダーコース 教育経営コース

教育内容・ 
方法開発コース 教育方法コース

生徒指導実践コース 生徒指導コース

幼年教育コース 幼年教育コース 幼児教育専攻

臨床心理学コース 臨床心理学コース 教育臨床心理コース 教育臨床コース

学校心理・発達健康
教育コース 学校心理学コース 学校心理コース

特別支援教育専攻 特別支援教育学専攻 特別支援教育専攻 障害児教育専攻

障害科学コース 心身障害コース

特別支援教育
コーディネーターコース

特別支援教育
コーディネーターコース

教育内容・ 
方法開発専攻 教科・領域教育学専攻 教科・領域教育専攻

認識形成系 
教育コース 言語系コース

文化表現系 
教育コース 社会系コース

行動開発系 
教育コース 自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合
内容系コース 生活・健康系コース

総合学習系コース

学校指導職専攻

教育実践高度化専攻

授業実践リーダー 
コース

心の教育実践コース

小学校教員養成
特別コース

教育実践高度化専攻 大
学
院

学
校
教
育
研
究
科

（
専
門
職
学
位
課
程
）

教
職
大
学
院

学校経営コース

授業実践開発コース 授業実践リーダー
コース

生徒指導実践開発
コース 心の教育実践コース

小学校教員養成
特別コース

学校教育実践学専攻 大
学
院
連
合
学
校

教
育
学
研
究
科

（
博
士
課
程
）

教科教育実践学専攻

先端課題実践開発専攻

学校教育専修

学
校
教
育
学
部

（
初
等
教
育
教
員
養
成
課
程
）

学校教育系コース

幼年教育系コース 幼児教育専修

学校心理系コース 教育臨床系コース

教科・領域教育専修

言語系コース 言語系専修コース

社会系コース 社会系専修コース

自然系コース 自然系専修コース

芸術系コース 芸術系専修コース

生活・健康系コース 生活・健康系専修コース

総合学習系コース

　この間、専攻・コース等は学校現場のニーズ
や状況等、時代に応じて変化しており、平成23
（2011）年度以降も修士課程の全面的な改組
や教職大学院におけるコース名の変更を行ってい
ます。これらの変遷は、兵庫教育大学が教師教育
のトップランナーを目指し、明瞭なミッションを背景

に、学校教育に関する理論と実践を融合した教
育実践学を進め、教員の資質向上に常に努めて
いることを示しています。また、大学院での履修形
態の多様化に対応して、教職に従事しながら夜間
においても履修できる昼夜開講制を取り入れ、神
戸市中心部に神戸サテライトを設置し、社会人等

のキャリアアップにも貢献してきました。今年4月に
はサテライトの機能を拡充し、神戸ハーバーランド
キャンパスとして開設しました。今後も、時代に対応
した現職教員の資質向上と新人教員養成にふさ
わしい専攻・コースの在り方を考えていきたいと思
っています。

教育現場のニーズ・時代を先取りした理想的な専攻・コースを目指して

◎大学院神戸サテライト開設

第1回大学院修士課程入学式
〈昭和55（1980）年度〉

兵
庫
教
育
大
学
は
昭
和
53（
１
９
７
８
）

年
に
開
学
し
、55（
１
９
８
０
）年
に
大

学
院
修
士
課
程
を
設
置
。そ
の
後
、学

校
教
育
学
部
や
連
合
大
学
院
博
士
課

程
、教
職
大
学
院
で
も
順
次
、学
生
を
受

け
入
れ
て
き
ま
し
た
。学
校
現
場
の
課

題
や
ニ
ー
ズ
、教
育
政
策
な
ど
の
変
化

に
も
応
じ
な
が
ら
、時
代
に
即
し
た
教

員
養
成
に
取
り
組
み
続
け
て
い
ま
す
。

大学院連合学校教育学研究科�
（博士課程）の設置
教育実践学を確立し、今日の教育課題の解決と学
校教育の質的改善等に資することを目的に、兵庫教
育、上越教育、岡山、鳴門教育の4大学が連合して
構成するわが国初の教員養成系博士課程を設置

総合学習系コースの増設
学習指導要領の改訂によって新設さ
れた「総合的な学習の時間」に対応
するために開設

教育臨床コースの増設
学校教育現場等のニーズに応え、
臨床心理学的な教育・研究を行う
ために開設

専
攻
・コ
ー
ス
編
成
か
ら
見
え
る

教
育
ニ
ー
ズ
の
変
遷

開学
35周年
特集
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2013
（平成25年）

2012
（平成24年）

2011
（平成23年）

2009
（平成21年）

2008
（平成20年）

2007
（平成19年）

2006
（平成18年）

2005
（平成17年）

2004
（平成16年）

2002
（平成14年）

2000
（平成12年）

1996
（平成8年）

1982
（昭和57年）

1981
（昭和56年）

1980
（昭和55年）

1978
（昭和53年）

人間発達教育専攻 学校教育学専攻 学校教育専攻

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科（
修
士
課
程
）

兵
庫
教
育
大
学
開
学（
10
月
1
日
）

教育
コミュニケーションコース

教育
コミュニケーションコース 教育基礎コース

スクールリーダーコース 教育経営コース

教育内容・ 
方法開発コース 教育方法コース

生徒指導実践コース 生徒指導コース

幼年教育コース 幼年教育コース 幼児教育専攻

臨床心理学コース 臨床心理学コース 教育臨床心理コース 教育臨床コース

学校心理・発達健康
教育コース 学校心理学コース 学校心理コース

特別支援教育専攻 特別支援教育学専攻 特別支援教育専攻 障害児教育専攻

障害科学コース 心身障害コース

特別支援教育
コーディネーターコース

特別支援教育
コーディネーターコース

教育内容・ 
方法開発専攻 教科・領域教育学専攻 教科・領域教育専攻

認識形成系 
教育コース 言語系コース

文化表現系 
教育コース 社会系コース

行動開発系 
教育コース 自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合
内容系コース 生活・健康系コース

総合学習系コース

学校指導職専攻

教育実践高度化専攻

授業実践リーダー 
コース

心の教育実践コース

小学校教員養成
特別コース

教育実践高度化専攻 大
学
院

学
校
教
育
研
究
科

（
専
門
職
学
位
課
程
）

教
職
大
学
院

学校経営コース

授業実践開発コース 授業実践リーダー
コース

生徒指導実践開発
コース 心の教育実践コース

小学校教員養成
特別コース

学校教育実践学専攻 大
学
院
連
合
学
校

教
育
学
研
究
科

（
博
士
課
程
）

教科教育実践学専攻

先端課題実践開発専攻

学校教育専修

学
校
教
育
学
部

（
初
等
教
育
教
員
養
成
課
程
）

学校教育系コース

幼年教育系コース 幼児教育専修

学校心理系コース 教育臨床系コース

教科・領域教育専修

言語系コース 言語系専修コース

社会系コース 社会系専修コース

自然系コース 自然系専修コース

芸術系コース 芸術系専修コース

生活・健康系コース 生活・健康系専修コース

総合学習系コース

兵庫教育大学は主として、現職教員の学校
教育に関する高度な研究・研鑚

さん

の機会を
確保する大学院修士課程と、優れた実践力を備
えた初等教育教員を養成する学部を有する新
構想の教員養成大学として創設されました。その
後、学校教育の実践を踏まえた卓越した研究能

力を持った人材の育成と教育実践学の確立を目
指す連合大学院博士課程を、さらに教職大学院
として全国最大規模の専門職学位課程4コース
を設置し、現代のさまざまな教育ニーズに対応で
きる高度な専門性と実践力・応用力を備えた教
員の養成・研修に取り組んでいます。

教育現場のニーズ・時代を先取りした理想的な専攻・コースを目指して

◎神戸サテライトを神戸ハーバーランドキャンパスに改組

教職大学院を設置して初めての大学院入学式
〈平成20（2008）年度〉

神戸ハーバーランドキャンパスオープン記念式典
〈平成25（2013）年度〉

専門職学位課程
（教職大学院）の開設
学校教育の抱える課題が多様化
する中、確かな指導理論と優れ
た実践力・応用力を備えたスクー
ルリーダーを養成するために開設

修士課程の改組
これからの時代に対応するため、従来の教
育研究内容に加え、学校教育現場が必要
としている総合的・複合的な分野領域の
教育研究を充実させることを目的に改組

兵庫教育大学副学長
福
ふく

田
だ

光
みつ

完
ひろ
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研究レポート
research study report

こ
の
研
究
は
最
近
話
題
に
な

る
こ
と
も
多
い
、幼
保
一
体

化
施
策
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
も
の

で
す
。幼
保
一
体
化
施
策
と
は
、幼

稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
一
つ
に

し
、認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
は
、同

じ
子
ど
も
で
あ
り
な
が
ら
親
の
就

労
の
相
違
で
異
な
っ
た
機
関
に
預

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、わ
が
国
の

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
幼
保
二
元

化
の
解
決
へ
の
大
き
な
一
歩
だ
と

言
え
ま
す
。こ
こ
で
は
待
機
児
童
の

解
消
だ
け
で
な
く
、行
政
の
一
元

化
や
施
設
の
一
体
化
の
ほ
か
、給
付

金
の
一
本
化
や
満
3
歳
以
上
の
子

ど
も
を
学
校
教
育
の
対
象
と
す
る

と
い
っ
た
保
育
の
質
の
向
上
が
謳う

た

わ

れ
て
い
ま
す
。一
方
、こ
の
問
題
を

め
ぐ
っ
て
公
的
教
育
機
関
と
し
て

の
就
学
前
教
育
に
関
す
る
課
題
が

浮
上
し
て
い
ま
す
。

　

本
研
究
で
は
、就
学
前
教
育
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
教
育
理
念
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
た
め
、先
進
的
推

進
国
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
調
査
し
ま

し
た
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
30
年
前
ま

で
は
わ
が
国
と
同
じ
く
幼
保
二
元

化
で
し
た
が
、現
在
は
0
歳
児
か
ら

教
育
省
の
管
轄
に
な
り
、誕
生
か

ら
大
学
ま
で
の
一
貫
教
育
を
実
施

し
て
い
ま
す【
図
】。そ
し
て
、乳
幼

児
期
の
学
び
は
誕
生
直
後
か
ら
開

始
さ
れ
て
お
り
、遊
び
や
生
活
を
通

し
た
学
び
と
し
て
就
学
前
教
育
が

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
全
て
の
子
ど
も
が
等
し
く
そ

の
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
受

け
る
権
利
を
実
現
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
元
化
の
結
果
と
し
て
待
機

児
童
問
題
は
解
消
し
ま
し
た
。

　

一
方
、わ
が
国
で
は
今
年
4
月

現
在
、全
国
の
認
定
こ
ど
も
園
は

1
0
9
9
園
あ
り
、兵
庫
県
は
最

多
の
93
園
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、兵
庫
県
教
育
委
員
会
で

は
平
成
23（
2
0
1
1
）年
度
か

ら
、幼
児
期
に
お
け
る「
遊
び
を
通

し
た
学
び
」の
実
践
研
究
を
推
進

し
て
い
ま
す
。全
国
的
に
み
て
も
兵

庫
県
は
幼
保
一
体
化
の
推
進
県
で

す
。し
か
し
、具
体
的
な
幼
保
一
体

化
施
策
や
そ
の
内
容
は
各
地
方
自

治
体
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、本
研
究
で
は
近
隣
自

治
体
の
三
木
市
を
共
同
研
究
者
と

し
て
、幼
保
育
者
の
勉
強
会
、意
見

交
換
、双
方
の
園
観
察
、事
例
検

討
会
、公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。そ
れ
は
、保
育
の
質

の
向
上
に
最
も
関
わ
る
こ
と
と
し

て
、幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
の
保
育

者
と
し
て
の
資
質
向
上
が
あ
る
か

ら
で
す
。ま
た
、24（
2
0
1
2
）年

2
月
に
兵
庫
県
内
の
幼
稚
園
、保

育
所
、認
定
こ
ど
も
園
に
勤
め
る

保
育
者
の
幼
保
一
体
化
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。7
8
8

人
の
回
答
を
得
て
、こ
れ
ま
で

1
3
0
年
以
上
に
わ
た
っ
て
別
々

に
培
っ
て
き
た
保
育
文
化
の
相
違

は
高
い
壁
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。例
え
ば
、同

じ
用
語
を
使
用
し
て
も
そ
の
意
味

合
い
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
や
、同

じ
子
ど
も
の
行
動
に
つ
い
て
も
双

方
が
子
ど
も
の
育
ち
を
考
え
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、見
方
や
考
え

方
が
養
護
的
か
教
育
的
か
に
偏
る

な
ど
、そ
の
相
違
が
明
確
と
な
り
ま

し
た
。そ
れ
ら
の
壁
を
少
し
で
も
低

く
す
る
た
め
に
も
、幼
保
の
合
同

研
修
会
と
し
て
の
教
員
研
修
モ
デ

ル
の
構
築
を
目
指
し
ま
し
た【
表
】。

　

最
後
に「
な
ぜ
幼
保
一
体
化
か
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

そ
れ
は
、就
学
前
の
子
ど
も
の
保

育
・
教
育
は
長
い
目
で

じ
っ
く
り
、ゆ
っ
く
り
関

わ
り
、一
貫
性
を
も
っ
て

捉
え
る
こ
と
が
子
ど
も

の
ふ
さ
わ
し
い
発
達
を

保
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、

子
育
て
の
や
り
や
す
さ

に
も
つ
な
が
る
か
ら
で

す
。保
育
者
と
親
が
共

同
で
子
育
て
す
る
こ
と

で
、子
ど
も
と
共
に
親

も
し
っ
か
り
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ま
す
。

●「理論と実践の融合」に関する共
同研究活動とは／兵庫教育大学の
ミッションの一つである「教育実践
学の推進」をより一層図り、その成果
を国内外に発信し、学校現場や教
育委員会のニーズに応えるため、平
成23（2011）年度から「理論と実践
の融合」に関する学際的な共同研
究を教員から公募し展開しています。

名
な

須
す

川
かわ

知
とも

子
こ

幼年教育コース教授

（
平
成
23
・
24
年
度「
理
論
と
実
践
の
融
合
」に
関
す
る
共
同
研
究
活
動
に
採
択
）

幼
保
一
体
化
施
策
に
関
わ
る
実
証
的
研
究
と

教
員
研
修
モ
デ
ル
の
構
築

【表】幼保一体化に向けた研修モデル

【図】スウェーデンの教育システム （The Swedish Education System）

①保育、幼児教育の基本（講演）
②幼保一体化施設における保育教育課程（講演）
③乳幼児期の子どもの発達と障害（講演）
④幼保の保育について・ワークショップ（話し合い）
⑤保育内容Ⅰ:異年齢保育（講演）
⑥保育内容Ⅱ:家庭や地域との連携（講演）
⑦保育内容Ⅲ:小学校との連携（講演）
⑧職員間の連携と研修（講演および話し合い）
⑨�保幼連携による実地研修（互いに保育事例を提
示して話し合う）

橋川喜美代 幼年教育コース教授

横川和章 幼年教育コース教授

石野秀明 幼年教育コース准教授

渡辺裕人 前兵庫教育大学教育研究支援部長

藤田訓宏 前三木市市民ふれあい部長

椿原豊勝 三木市市民ふれあい部長

〈
共
同
研
究
者
〉
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ZOOM
IN

Q&A
先
生
が
作
成
さ
れ
た「
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
は
。

S
T
A
R
T
はS

ocial Think-
ing & A

cadem
ic R

eadiness 

T
rainning

の
頭
文
字
か
ら
取

り
ま
し
た
。近
年
、授
業
中
に
じ
っ
と
座
っ

て
い
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
小
1
プ
ロ
ブ
レ
ム

が
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、感
情
や
行
動

を
抑
制
で
き
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま

す
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
小
学
校
入
学
前
後

の
子
ど
も
が
友
人
関
係
を
築
く
基
礎
と
な

る
ソ
ー
シ
ャ
ル・シ
ン
キ
ン
グ
を
習
得
す
る
こ

と
と
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・レ
デ
ィ
ネ
ス（
学
習

準
備
）を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。米
国
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
日
本
の
教
育
現
場
用
に
作
成
し
た
18

レ
ッ
ス
ン
を
D
V
D
4
巻
に
ま
と
め
ま
し
た
。

医
学
を
専
攻
さ
れ
た
先
生
は
、

教
育
の
研
究
で
は
珍
し
い
装
置

を
よ
く
使
わ
れ
る
そ
う
で
す
ね
。

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
感
情
の
変

化
を
見
た
り
、唾
液
か
ら
ス
ト
レ
ス

ホ
ル
モ
ン
を
測
定
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。最
近
は
、眼
球
の
動
き
を
分
析
す

る
機
器
を
使
っ
て
、授
業
中
の
教
員
の
教
授

行
動
や
教
材
の
ど
こ
に
子
ど
も
が
注
目
す

る
の
か
、教
員
は
子
ど
も
の
ど
の
よ
う
な
動

き
に
注
目
す
る
の
か
、ま
た
、発
達
障
害
児

や
聴
覚
障
害
児
、乳
幼
児
の
視
線
も
調
べ
て

い
ま
す
。テ
レ
ビ
を
見
て
も
ら
う
だ
け
で
簡

単
に
測
定
で
き
ま
す
。

ゼ
ミ
生
の
研
究
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
を
提
案
す
る
の
で
す
か
。

ゼ
ミ
生
の
今
ま
で
の
経
験
を
で
き

る
だ
け
生
か
し
、私
が
持
っ
て
い
る

手
法
を
う
ま
く
使
っ
て
ユ
ニ
ー
ク

な
研
究
を
楽
し
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

先生に質問！

ネコのブローチやブタのバッジ、ウマのペンダ
ント…。フィンランドのブランド、アーリッカの
動物をモチーフにした木製アクセサリーは世
界中にファンが多い。20年ほど前に土産でも
らって以来、シンプルながらも愛らしいデザイ
ンが 気に入
り、集め始め
た。曰く「 温
かみのあるア
クセサリーは
セーターとよ
く合います」。
寒くなるにつ
れて出 番が
増えるそうだ。

冬のマストアイテム

滑らかなフォルムと持ち手の
細さがお気に入りのシャンパ
ングラスは極薄グラスで有
名な東京の老舗、木村硝
子店製。週末には夕方の早
い時間から、このグラスでス
パークリングワインをたしなむ
という。「飲むたびに、ええグ
ラスやなあって悦に入ってい
ます」

週末のお供

持ち運びがラクラク！

フォルクスワーゲンのディーラーで一
目ぼれしたニュービートルは、限定色
のレモンイエロー。12年乗り続けて、
走行距離は何と27万キロ！「今のザ・
ビートルは車高が低くてかわいくない
の。この車が壊れたらどうしようかと心
配で」。乗り始めたころ、リモコンのト
ランクボタンを押すとウインカーがパ
チパチと点滅するのがうれしくて、用
もないのに押しまくっていたとか。

アイ・ラブ・ビートル

愛用のソニー製ノートパソコンは655
グラムの超軽量。「4年ほど使ってい
ますが、これほど軽い機種には出合っ
たことがありません。手放せない一台
です」。常にかばんの中に入れており、
デスクでも出張先でも大活躍している。

忙しい毎日を栄養面で支えているの
が、昼の手作り弁当だ。玄米ごはんに
季節の温野菜、魚のしょうが煮は必
ず入れているという。「魚は骨ごと食べ
られるよう、週末に1週間分まとめて
圧力鍋で煮るんです。夫がね」。ちな
みに秋田杉の曲げわっぱの弁当箱
は、長男が初任給
でプレゼントしてく
れたもの。

毎日のエネルギー源

QQQ AAA

学校心理・発達健康教育コース
松
まつ

村
むら

京
きょう

子
こ

 教授
大阪府出身。大阪大学大学院医学研究科修了。医学
博士。主な研究分野は小児発達科学と生理学。平成7

（1995）年に兵庫教育大学に着任。小1プロブレムの
予防を目的に開発した「STARTプログラム」（医学映像
教育センター発行）が全国から注目を集めており、加西市
の幼稚園では就学準備の一環として導入されている。17

（2005）年から21（2009）年まで附属小学校の校長も
務め、21（2009）年からは博士課程研究主幹を兼務する。

こ の 先 生 に ズ ー ム イ ン
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同窓生からの手紙letters from ob

問兵庫教育大学都道府県連携推進本部　30795・44・2406　50795・44・2376　Hyokyo-net ▶▶▶htt p://www.hyokyo.net

▶同窓会・都道府県連携推進本部からのお知らせ
教育実践研究活動等に係る表彰について
8月3日、4日に福岡市で開催した第33回大学院同窓会九州大会で、平成25

（2013）年度「教育実践研究活動等に係る表彰」を行いました。この表彰は、教
育実践研究活動等に顕著な成果を挙げ、大学や大学院同窓会の名誉を著しく高

めた修了生が対象。今年は6人を表彰しました。詳しくはHyokyo-netをご覧ください。
◎被表彰者（敬称略）
嬉野賞／中田正浩（7期・社会系、25期・教育経営、大阪府）、森泰三（13期・社会

系、岡山県）、山下恭（3期・社会系、兵庫県）
奨励賞／森本雄一（28期・自然系、兵庫県）
特別賞／酒巻成欣（2期・教育方法、大阪府）、塩瀬昌雄（1期・教育経営、大阪府）

教育実習以来の附属小学校
初心忘れず成長し続けたいです

小
学
校
教
員
に
な
っ
て
8
年

目
、教
育
実
習
か
ら
9
年

ぶ
り
に
附
属
小
学
校
へ
帰
っ
て
き

ま
し
た
。学
生
時
代
、教
育
実
習

で
目
に
し
た
授
業
や
先
生
の
姿
か

ら
、「
子
ど
も
の
声
を
つ
な
い
で
つ

く
る
授
業
が
し
た
い
」「
子
ど
も
に

寄
り
添
い
、目
の
前
の
子
ど
も
を

語
る
こ
と
が
で
き
る
教
員
に
な
り

た
い
」と
思
っ
た
こ
と
を
今
で
も

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
部
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
、自
然
学
校

の
リ
ー
ダ
ー
、ゼ
ミ
で
の
学
校
訪

問
な
ど
を
経
験
し
、失
敗
し
た
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。そ
の
と

き
は
恥
ず
か
し
い
、つ
ら
い
と
感
じ

ま
し
た
が
、そ
れ
が
今
の
自
分
を

つ
く
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。在
学

生
の
皆
さ
ん
も
失
敗
を
恐
れ
ず
に
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
し
て

く
だ
さ
い
。そ
の
経
験
は
教
員
に

な
っ
た
と
き
に
き
っ
と
生
き
て
き

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
目
の
前
の
子
ど
も

に
寄
り
添
え
る
教
員
を
目
指
し
、

実
践
を
積
み
重
ね
て
成
長
し
続

け
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
と
教
育
実

習
で
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

兵庫教育大学附属小学校教諭
指
さし

熊
くま

  衛
まもる

さん

洲本市出身。平成18（2006）年、学校教育学部学校教育
系コースを卒業し、西宮市の小学校に勤務。今年度から兵
庫教育大学附属小学校に着任し、2年生を担任している。

扌
体
育
の
時
間
の
一
こ
ま
。う
れ
し
の
カ
ー
ニ
バ
ル
に
向
け
て

児
童
た
ち
と
ス
ム
ー
ズ
な
バ
ト
ン
パ
ス
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た

学校現場のさまざまな領域で
成果を挙げたいです

大
学
院
の
2
年
間
で
得
た

最
大
の
も
の
は
、中
学
校

教
員
を
続
け
て
い
く
上
で
の“
マ

ス
タ
ー
キ
ー
”で
す
。現
任
校
で
は

生
徒
指
導
主
事
と
2
年
生
の
学

年
主
任
、そ
し
て
野
球
部
部
長
を

務
め
て
い
ま
す
。
野
球
部
は
今
年

の
春
、夏
と
も
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
特
に
春
は
た
っ
た
10

人
の
部
員
で
大
舞
台
に
挑
み
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
学
校
現
場
で
は
大

学
院
で
学
ん
だ
専
門
性
と
は
異

な
る
領
域
で
の
仕
事
も
求
め
ら

れ
ま
す
。そ
の
期
待
に
応
え
る
に

は
、今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
課
題
に
直
面
し
た
と
き
の
振
る

舞
い
方
、つ
ま
り
教
員
と
し
て
の
マ

ス
タ
ー
キ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

私
は
米
田
豊
教
授
か
ら
社
会
科

教
育
の
高
い
専
門
性
と
と
も
に
、

こ
の
マ
ス
タ
ー
キ
ー
を
授
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
れ
は
真
剣
勝
負

の
ゼ
ミ
を
重
ね
、先
生
と
触
れ
合

う
時
間
を
経
て
自
然
に
身
に
付
い

て
い
っ
た
も
の
で
す
。今
後
も
、大

学
院
で
学
ん
だ
こ
と
を
礎
に
社

会
科
授
業
で
勝
負
し
つ
つ
、ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
も
果

た
し
て
い
き
た
い
で
す
。

橿原市立白橿中学校教諭
谷
たに

  聡
さとし

さん

奈良県出身。平成4（1992）年に奈良県の中学校教員となり、20
（2008）年に大学院修士課程社会系コースに入学。現任校で
は生徒指導主事と2年生の学年主任、野球部部長を兼務する。

扌
今
年
8
月
の
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
で
は
1
回

戦
で
負
け
ま
し
た
が
、生
徒
た
ち
は
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た

10Kyoiku-Shigosen



手
遊
び
や
簡
単
な
ゲ
ー
ム
と
歌

と
を
組
み
合
わ
せ
た
“
遊
び

歌
”。
昨
秋
、
全
国
規
模
の
コ
ン

ク
ー
ル「
A
1
あ
そ
び
う
た
グ
ラ
ン

プ
リ
」で
応
募
63
組
の
中
か
ら
決
勝

進
出
の
3
組
に
残
っ
た
。
惜
し
く

も
優
勝
は
逃
し
た
が
、
予
選
で
披

露
し
た
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ダ
ン
ス
」が
収

録
さ
れ
た
オ
ム
ニ
バ
ス
ア
ル
バ
ム
が
今

年
7
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
歌
う
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
こ
の
曲
は
、ネ

イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
音
楽
の
よ

う
な
旋
律
に
、「
ウ
ッ
ハ
ー
」と
掛
け

声
が
入
る
。「
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
か
ら
、

耳
に
な
じ
む
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
か
ら
上

位
へ
行
く
よ
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

本
当
に
決
勝
ま
で
進
め
る
と
は
び
っ

く
り
し
ま
し
た
」

　

3
歳
で
ピ
ア
ノ
を
始
め
、子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
作
曲
を
楽
し
ん
で
い
た
。

ま
た
、小
さ
な
子
ど
も
が
好
き
で
高

校
時
代
に
は
保
育
士
へ
の
夢
を
抱

く
よ
う
に
な
る
。「
高
校
3
年
生
の

時
、音
大
へ
進
も
う
か
と
考
え
ま
し

た
が
、当
時
は
音
楽
の
道
で
や
っ
て

い
く
確
か
な
自
信
が
持
て
ま
せ
ん
で

し
た
」と
保
育
系
の
学
部
を
選
ん
だ
。

　

し
か
し
、音
楽
へ
の
未
練
を
断

ち
切
れ
ず
、
在
学
中
の
平
成
21

（
2
0
0
9
）年
に
初
め
て
コ
ン
ク
ー

ル
に
応
募
。「
踏
ん
切
り
を
つ
け
る
」

つ
も
り
だ
っ
た
の
が
、佳
作
に
選
ば

れ
た
こ
と
で
音
楽
へ
の
情
熱
は
さ
ら

に
燃
え
上
が
っ
た
。一
度
は
保
育
園

に
勤
め
た
も
の
の
、23（
2
0
1
1
）

年
秋
、退
職
し
て
大
学
院
へ
の
受
験

を
決
意
す
る
。

　
「
保
育
士
と
し
て
の
2
年
間
の
経

験
は
曲
作
り
に
生
き
て
い
ま
す
。フ

ァ
イ
ヤ
ー
ダ
ン
ス
を
作
っ
た
の
も
、お

泊
ま
り
保
育
で
歌
う
曲
が
少
な
い

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」

　

宝
塚
市
の
実
家
を
出
て
、学
生

寄
宿
舎
に
入
居
。授
業
が
終
わ
れ
ば

ピ
ア
ノ
練
習
室
に
こ
も
る
か
、図
書

館
で
絵
本
を
め
く
り
歌
詞
の
ヒ
ン
ト

を
探
す
と
い
う
音
楽
に
打
ち
込
む

毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

　
「
修
了
後
は
音
楽
教
室
の
先
生

を
し
な
が
ら
、曲
を
作
り
続
け
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。コ
ン
ク

ー
ル
で
実
績
を
挙
げ
て
い
け
ば
、プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
入
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
し
、一
に
も
二
に
も
い
い
曲
を

作
る
こ
と
で
す
ね
」。保
育
士
時
代

に
再
確
認
し
た
音
楽
へ
の
強
い
思
い
。

そ
の
気
持
ち
を
胸
に
、将
来
の
道
を

切
り
開
い
て
い
く
。

修士課程
文化表現系教育コース

［芸術系教育分野（音楽）］2年

藤
ふじ

本
もと

千
ち

佳
か

さん

昭和63（1988）年、宝塚市
生まれ。3歳からピアノを始め
る。甲南女子大学在学中の
平成21（2009）年、第14回
ラポム大賞子どもの歌部門
で佳作を受賞。保育士として
2年間働いた後、24（2012）
年に大学院修士課程に入学。
同年、第4回A1あそびうたグ
ランプリで決勝に進出した。

扌「ファイヤーダンス」が入った
「A1あそびうたグランプリ2012
〜A1優秀曲オムニバスアルバ
ム〜」（右手前）。保育雑誌「新
幼児と保育」4・5月号で新作「は
ぐちゅっちゅ」が紹介された

子どもたちが
口ずさむ
遊び歌を
作りたいです

キラリな人
shiny person
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私が教員を目指した理由は、
人に何かを伝えることに魅力
を感じたからでした。しかし、こ
れといった志望動機がないま
までは良くないと、教員として
の専門性を高めることと同時
に、なぜ教員になりたいのか、
教員として自分がすべきことは
何なのかをあらためて考えるた
めに大学院へ進みました。入
学後、ボランティア活動に取
り組む中で、社会を自律的に
生きる生徒を育てたいという
明確な思いが芽生えました。
この思いを大切に、子どもた
ちに誰もが生活しやすい社会
をつくっていく力を身に付けさ
せてあげたいと考えています。

子どもと共に学び、互いに成
長できるという点に魅力を感
じ、教員を志望しました。小、
中、高と多くの素晴らしい先
生方と出会ってきましたが、私
もそのような愛情を持って子ど
もたちと接し、楽しいことも苦
しいことも一緒に乗り越えら
れる教員になりたいと考えて
います。兵教大は教育実習な
どの実践的なカリキュラムが
組まれているので、より専門的
に学ぶことができます。また、
兵庫県で教員になることを目
指している仲間が大勢いるの
で、共に励まし合いながら自分
を高めていくことができます。

データで見る兵教生hyokyo's data

「子どもが好きだから教員
になりたい」というのはよく
耳にする志望動機ですが、
教員が子どもを好きなのは
当たり前です。学生の皆
さんが将来教員となり、あ
なたの大好きな子どもたち
が課題や困難に直面した
とき、周りの大人（同僚教
員、保護者、地域の人 な々
ど）と協力し、チームとして
立ち向かうことが求められ
ます。そのときのためにも、
学生時代から積極的に周
りの大人と会話し、コミュ
ニケーション能力を高める
ことが大切だと思います。

大
人
と
の
会
話
に
慣
れ
る
こ
と
が

将
来
役
に
立
つ

大
学
院
で
明
確
に
な
っ
た

教
員
に
な
り
た
い
理
由

同
じ
夢
を
持
つ
仲
間
と

切
磋
琢
磨

● 学部　● 大学院（現職教員を除く）

～第11回（平成24年度）学生生活実態調査報告書から検証～

　

学
部
生
の
教
員
志
望
理
由
の
第
1
位
は
前
回
調
査（
平

成
22
年
度
）と
同
じ
く「
子
ど
も
が
好
き
だ
か
ら
」（
63
・

5
％
）だ
っ
た
。第
2
位「
教
え
て
も
ら
っ
た
先
生
に
あ
こ
が

れ
て
」（
49
・
3
％
）、第
3
位「
安
定
し
た
収
入
が
保
証
さ
れ

る
か
ら
」（
36
・
7
％
）と
、ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
感
情
に
直
接

掛
か
る
も
の
が
上
位
を
占
め
る
。

　

一
方
、大
学
院
生（
現
職
教
員
を
除
く
）は「
世
の
中
や
他

人
の
た
め
に
な
る
仕
事
だ
か
ら
」（
49
・
0
％
）が
第
1
位
で
、

「
自
分
の
適
性
・
能
力
に
合
う
仕
事
だ
か
ら
」（
41
・
5
％
）、

「
子
ど
も
が
好
き
だ
か
ら
」（
39
・
5
％
）が
続
く
。4
年
間
の

大
学
生
活
を
経
験
し
て
い
る
分
、自
己
分
析
が
し
っ
か
り
で

き
、冷
静
に
社
会
を
見
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

世
の
中
や

他
人
の
た
め
に
な
る

仕
事
だ
か
ら

安
定
し
た
収
入
が

保
証
さ
れ
る
か
ら

自
分
の

適
性
・
能
力
に
合
う

仕
事
だ
か
ら

教
え
て
も
ら
っ
た

先
生
に
あ
こ
が
れ
て

人
に
教
え
る
の
が

好
き
だ
か
ら

子
ど
も
が

好
き
だ
か
ら

責
任
が
重
く
て
、

な
し
と
げ
た
と
き
の
生
き
が
い
を

感
じ
る
仕
事
だ
か
ら

社
会
的
な

地
位
・
名
声
が
得
ら
れ
る

職
業
だ
か
ら

出
身
県
内
に

就
職
で
き
る
か
ら

自
分
の
親
族
に

教
員
が
い
る
か
ら

失
業
の
恐
れ
の
な
い

安
定
し
た
職
業
だ
か
ら

ほ
か
に
や
れ
そ
う
な

仕
事
が
な
い
か
ら

自
分
の
意
思
で
な
く

親
・そ
の
他
の
人
に

強
く
勧
め
ら
れ
て

た
だ
な
ん
と
な
く

そ
の
他

無
回
答

学校教育学部
言語系コース4年

藤
ふじ

原
わら

みどりさん
大学院修士課程
認識形成系教育コース2年

宇
う

井
い

大
ひろ

貴
たか

さん

キャリア支援課長
藤
ふじ

原
わら

賢
けん

二
じ

↓教員等に就きたいと考えるのはどのような理由からですか。（複数回答可）

兵教生の教員志望理由
大
学
院
生
の
方
が

“
職
業
”と
し
て
の
意
識
強
い
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MUSIC

BOOK

MOVIE

SPOT

ワタシのイチオシ
心に残る映画、つい口ずさむ音楽、
行きつけのスポットや思い出の一冊。

みんなにも薦めたい私のお気に入りを紹介。

圧巻のステージシーンは
思わず心が躍ります

日替わりランチは
ヘルシーでリーズナブル

初恋は特別な思い出だと
あらためて感じます

歌
と
ダ
ン
ス
で
の
成
功
を
夢

見
て
、田
舎
か
ら
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
に
出
て
き
た
ア
リ（
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ナ
・ア
ギ
レ
ラ
）。「
バ
ー
レ
ス

ク・ラ
ウ
ン
ジ
」で
働
き
な
が
ら
、挫

折
し
そ
う
に
な
っ
て
も
立
ち
上
が

り
、だ
ん
だ
ん
と
成
長
し
て
い
く
姿

に
胸
を
打
た
れ
ま
す
。き
ら
び
や
か

な
衣
装
、華
や
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、そ
し
て
ア
リ
の
圧
倒
的
な
歌
唱

力
と
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
要
素
も
た
く

さ
ん
あ
り
、心
躍
る
楽
し
さ
を
味
わ

え
ま
す
。見
終
わ
っ
た
後
、ス
ッ
キ
リ

し
た
気
分
に
な
れ
ま
す
。今
ま
で
見

た
映
画
の
中
で
最
高
に
カ
ッ
コ
イ
イ

作
品
だ
と
思
い
ま
す
。ス
ッ
キ
リ
し

た
い
人
は
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

兵
教
大
か
ら
車
で
約
15
分
。

小
野
市
と
の
市
境
に
近
い

所
に
あ
り
ま
す
。一
番
の
お
薦
め
は
、

何
と
い
っ
て
も
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
。

無
農
薬
の
野
菜
や
こ
だ
わ
り
の

油
な
ど
を
使
っ
た
和
洋
折
衷
の
メ

ニ
ュ
ー
は
と
て
も
健
康
的
で
す
。ご

飯
の
お
替
わ
り
自
由
、食
後
の
コ
ー

ヒ
ー
が
付
い
て
8
4
0
円
と
お
得

感
が
大
き
く
、若
い
人
に
人
気
な
の

も
う
な
ず
け
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
温
か
く
、囲

炉
裏
の
あ
る
店
内
は
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
で
食
事
を
楽
し
め
ま
す
。

夜
は
予
約
が
必
要
で
す
。皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
一
度
、足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
初
恋
と
は

ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う

か
。福
山
雅
治
の「
は
つ
恋
」は
優

し
い
旋
律
の
曲
で
、P
V
で
は
恋

人
を
失
っ
た
人
が
日
常
の
生
活
に

戻
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、不
安

定
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、ベ
ッ
ド

で
寝
転
ん
で
み
た
り
、コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
で
み
た
り
と
、愛
す
る
人
を

忘
れ
ら
れ
ず
に
い
る
気
持
ち
が
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。初
恋
の
思
い
出

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、一
つ
言

え
る
こ
と
は「
忘
れ
よ
う
と
し
て

も
忘
れ
ら
れ
な
い
」と
い
う
こ
と
で

す
。「
は
つ
恋
」は
と
て
も
素
敵
な

曲
な
の
で
、皆
さ
ん
も
聴
い
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。

も
し
こ
の
世
の
全
て
の
情
報
が

管
理
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
? 

そ
ん
な「
I
F
」の
物
語
で
す
。架
空

の
法
律「
メ
デ
ィ
ア
良
化
法
」に
よ
っ

て
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
管
理
し
よ

う
と
す
る
政
府
と
、メ
デ
ィ
ア
情
報

の
自
由
を
守
る
図
書
館
が
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
す
。し
か
し
、戦
争
と
い
っ

て
も
全
然
固
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主
人
公
が
周
囲
の
人
と
関
わ
り
な
が

ら
自
分
の
決
め
た
道
を
突
き
進
む
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、と
て
も
面
白
く

読
み
や
す
い
文
体
で
書
か
れ
て
い
ま

す
。最
初
の
数
ペ
ー
ジ
を
読
ん
だ
だ

け
で
た
ち
ま
ち
作
品
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
、ど
ん
ど
ん
読
み
進
め
た
く

な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

「バーレスク」
DVD発売中 1,480円（税込）

発売・販売元／ソニー・ピクチャーズ エンタテインメント

福山雅治
「はつ恋」
発売元／ユニバーサルミュージック
1,200円（税込）

「図書館戦争」
有川浩（著）、徒花スクモ（イラスト）
発行／㈱KADOKAWA アスキー・メディアワークス

ストーリーに引き込まれ
一気に読みたくなります

特別聴講学生
周
しゅう

立
り

佳
か

さん（台湾）
学校教育学部
言語系コース2年

富
とみ

坂
さか

望
のぞ

美
み

さん

学校教育学部
自然系コース4年

山
やま

本
もと

麻
ま

美
み

さん
大学院専門職学位課程
小学校教員養成特別コース2年

林
はやし

健
けん

吾
ご

さん

割烹 にしき
加東市東古瀬100 20795・42・5659

11:30〜14:00（夜は予約制）、不定休
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現場の課題にお答えします！
question & answer

campus topics

小学校教員になって1年目。
もしも自分のクラスに
不登校の児童がいる場合

どのように接すればいいですか。

兵庫県吹奏楽コンクールで
吹奏楽部が銀賞

第33回
大学院同窓会九州大会を開催

学部生の笹本しずかさんが
西宮市展でダブル受賞

　8月3日、4日の両日、福岡市内で開催。北は
岩手県から南は宮崎県まで18都府県の修了生
や在学生、大学関係者など105人が参加した。
3日は教育実践研究活動等の表彰や加治佐哲
也学長の基調講演、実践研究3本の発表を行
った。4日は太宰府を訪ねて水城跡や政庁跡、
天満宮、九州国立博物館を見学した。

　学校教育学部芸術系コース（美術）4年の笹
本しずかさんが、洋画部門で西宮芸術文化協会
賞と若手奨励賞を受賞。第63回を迎えた今年
は全国各地から洋画や日本画、彫塑・立体など
7部門に604点が寄せられた。受賞作「華の話」

（写真）は得意の水彩画で、初応募にして初受
賞の快挙を遂げた。

　8月12日に姫路市文化センターで開催され、
大学部門には県内5大学が出場。兵教大吹奏
楽部は祝典行進曲「ライジング・サン」と「梁塵
秘抄〜熊野古道の幻想〜」の2曲を演奏した。
他大学が外部から有名指導者を迎えたり、大学
教員を指揮者に据えたりしている中、学生指揮
者を中心としたチームワークの良さと、若 し々い
演奏ぶりが高く評価された。

不
登
校
は
小
学
校
高
学
年
か

ら
増
え
始
め
、中
学
生
で

急
増
し
ま
す
。こ
れ
は
青
年
前
期

に
見
ら
れ
る
自
分
意
識
へ
の
志
向

と
関
連
が
深
い
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
、小
学
校

生
活
の
中
に
そ
の
萌
芽
と
な
る
行

動
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う

で
す
。中
学
校
に
は
小
学
校
と
異

な
る
教
育
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、そ
れ

が
影
響
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。個
々
の
背
景
を
捉
え
て
、必
要

に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
医
師
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

学
校
の
様
子
を
家
庭
で
よ
く
話

し
て
い
た
子
ど
も
が
、思
春
期
に

入
っ
た
こ
ろ
か
ら
全
く
話
さ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ま
で

の
よ
う
に
無
邪
気
に
自
分
が
感
じ

た
ま
ま
を
人
に
伝
え
る
こ
と
が
難

し
く
な
る
の
は
、他
者
の
立
場
に

立
て
る
よ
う
に
な
り
、自
分
の
思
い

を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
と
、そ
れ
を

聞
い
た
人
を
ど
の
よ
う
な
気
持
ち

に
さ
せ
る
か
が
実
感
を
伴
っ
て
分

か
る
よ
う
に
な
る
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、

自
分
自
身
を
も
う
一
人
の
自
分
が

評
価
す
る
よ
う
な
感
覚
が
生
ま
れ

ま
す
。時
に
は
、他
者（
特
に
大
人
）

か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
を
素
直
に
認

め
ら
れ
な
い
よ
う
な
感
覚
を
持
つ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。自
分
自
身
と

の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い

く
か
を
試
行
錯
誤
し
始
め
た
児
童

生
徒
に
と
っ
て
、他
者
か
ら
の
い
わ

ゆ
る「
正
し
い
」意
見
に
は
、「
そ
ん

な
こ
と
自
分
で
も
分
か
っ
て
い
る
」

と
反
論
し
た
く
な
る
よ
う
な
も
の

だ
と
言
え
ま
す
。ま
た
、自
分
で
も

自
分
が
本
当
は
ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
を
言
葉
に
で
き
な
い
で
い
る
こ

と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
い
る
児
童

生
徒
に
と
っ
て
、本
音
を
表
現
す

る
こ
と
に
付
き
合
っ
て
く
れ
る
人

の
存
在
は
貴
重
で
す
。批
判
せ
ず

に
理
解
し
て
く
れ
る
人
の
存
在
が
、

学
校
へ
の
思
い
や
困
っ
て
い
る
こ
と

を
表
現
さ
せ
る
の
で
す
。そ
の
よ

う
な
感
覚
で
い
る
児
童
生
徒
へ
の

理
解
や
共
感
的
な
関
わ
り
が
大
切

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

生徒指導実践開発コース教授

松
まつ

本
もと

  剛
つよし

キャンパストピックス
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学 長 室 か ら

加
か

治
じ

佐
さ

哲
てつ

也
や

学長

兵 庫 教 育 大 学 の
地 域 貢 献
　今日の大学には本務として、立地する地域に貢献することが求められています。兵庫教育大学は、ミッションの5番

目に「教育と研究の成果を地域や広く国内外に発信」すると明記し、地域貢献はその使命であることを宣言していま

す。また、ビジョンでは、教師教育の実践・研究の全国拠点（ナショナルセンター）並びに地域拠点（リージョナルセン

ター）となることを目指すとしています。

　地域貢献活動には大学教員が個人的に依頼されて行うものと、大学が組織的に自治体等と連携して行うものが

ありますが、ここでは組織的な貢献活動を取り上げます。本学が連携協力協定を結んでいる自治体は、兵庫県と大

阪府の25市町に及びます。教師教育の専門大学ですので、この分野の研究・実践の成果と豊富な人材（大学教

員）を生かした多様な事業が展開されています。

　兵庫県や神戸市、地元加東市等の市町における教職員研修、子育て支援講座、理科・科学のサイエンス祭、小・

中学校の授業改善支援、心の教育総合センターや発達支援センターの運営協力などです。本学単独主催の教職

員研修講座や、学校等からの依頼を受けて大学教員を派遣するスクールパートナーシップ事業も、かなり以前から

行っています。広く一般市民を対象とした単独主催の公開講座、北播磨5市1町との連携講座も開催しています。

　学生によるスクールサポーターなどの学校ボランティアや、各種団体の催しへの部活動単位（よさこい部や吹奏楽

部など）での派遣も本学の貴重な地域貢献活動です。多くの派遣依頼があり、好評です。

　このような地域貢献活動は、本学に多くのメリットをもたらしています。まずいえることは、本号開学35周年特集の

井戸兵庫県知事、安田加東市長、中杉姫路市教育委員会教育長のご意見にありますように、地域・自治体におけ

る本学のイメージと認知度、そして存在意義が格段に高まったことです。学校、教育委員会、自治体関係者からの本

学への有用性認識と期待度が向上することにより、新たな連携事業や委託研究が生まれ、それは本学の外部資金

獲得に繋がった場合もあります。

　何よりも、学生ではない多様な成人や子どもたちが対象であるために、大学教員の教育者としての資質力量を高め

る効果をもちます。それは大学における教育・研究や学生指導に還元されます。地域貢献活動はFDの機会でもある

わけです。学生は地域の住民や子どもたちとの触れ合いにより、コミュニケーション能力や社会性を培うことができる

でしょう。

　他方で、地域貢献活動が増えたために、大学教員の多忙化と事務量の増大を招いている面があります。本学が行

うべき事業の基準と範囲を明確化し、量的に拡大した活動の整理・精選を進めているところです。これまでの経験を

生かし、地域の環境やニーズの変化に対応しながら、地域と大学双方にとって有意義な貢献活動を今後もつくって

いきます。
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兵庫教育大学からの
お知らせ

information

◎表紙
教育子午線モニュメント

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

平成26年度 
園児・児童・生徒募集

附属幼稚園
◦募集人員
3年保育（3歳児）40人
2年保育（4歳児）20人
※26（2014）年4月1日時点での年齢

◦出願期間　10月28日㊊〜11月1日㊎
◦選考結果発表、抽選日　11月30日㊏

附属小学校事務室  0795・40・2218

附属小学校・中学校
◦公示日　11月1日 ㊎

附属小学校事務室  0795・40・2218 
附属中学校事務室  0795・40・2224

第32回大学祭（嬉望祭）
今年のテーマは「Oh！ HANA！！〜みんなは家
族、つくろう笑顔の花」。「OHANA」とはハワ
イ語で「家族」という意味。兵教生が家族の
ような絆を深め、一致団結で大学祭をつくり
上げようという思いを込めています。模擬店や

クラブ発表をはじめ、東日本大震災復興募金
企画、芸能人のステージやバンド演奏など盛
りだくさんの内容です。
◦開催日　11月23日㊏㊗、24日㊐
◦場所　加東キャンパス

学生支援課
 0795・44・2050　  0795・44・2049
 office-gakusei-t@hyogo-u.ac.jp

平成25年度 
全国市区町村教育長セミナー
教育行政の地方分権化が進む中、市区町村
教育長に求められる能力の育成と情報交換
の場の提供を目的に開催します。
◦開催日　12月21日㊏〜23日㊊㊗
◦会場　神戸ハーバーランドキャンパス
◦対象　全国市区町村の教育長
◦定員　50人
◦申込締め切り　10月18日㊎

企画課
 0795・44・2303　  0795・44・2320
 pro-gyosei@hyogo-u.ac.jp

附属中学校研究発表会
研究テーマ「主体的に学びを深める生徒
の育成－自らの考えを創りあげる学びの追
究－」
◦開催日　10月26日㊏
◦場所　附属中学校
◦内容　基調提案、公開授業Ⅰ・Ⅱ、全体会、
講演会

附属中学校（担当：大山）
 0795・40・2222　  0795・40・2225

http://www.hyogo-u.ac.jp/middle

附属幼稚園研究発表会
研究テーマ「子どもの育ちにとって意味ある
環境を考える－人とのかかわりに視点をあて
て－」
◦日時　12月7日㊏9：00〜16：00
◦場所　附属幼稚園
◦内容　保育公開、研究協議

附属幼稚園（担当：白石）
 0795・40・2227　  0795・40・2228
 kinder@hyogo-u.ac.jp

http://www.hyogo-u.ac.jp/kinder

附属小学校研究発表会
研究テーマ「子ども－文化－教師をつなぐ」
◦開催日　2月1日㊏
◦場所　附属小学校
◦内容　授業公開、講演会、分科会

附属小学校（担当：佐々）
 0795・40・2216　  0795・40・2219
 element@hyogo-u.ac.jp

http://www.hyogo-u.ac.jp/element

◦出願期間　10月10日㊍～18日㊎（必着）　◦試験日　11月16日㊏（筆記・口述）
�◦合格者の発表　11月29日㊎10：00　　　 入試課   0795・44・2067

平成２３（２０１１）年、加東市のま
ちづくりコンソーシアムの設立を
機に、市内を通る東経１３５度子
午線が＂教育子午線＂と命名さ
れたことを受け、文化表現系教
育コースの村上裕介准教授が
制作。教育を司る女神をイメー
ジした像で、学園道路沿いの東
野街角公園に設置されている。

平成26年度 
大学院学校教育研究科学生募集（11月選抜 ）
修士課程▶募集人員91人

◆人間発達教育専攻

教育コミュニケーションコース
昼間クラス 3人

夜間クラス 若干人

幼年教育コース
昼間クラス 6人

夜間クラス 若干人

学校心理・発達健康教育コース
昼間クラス 7人

夜間クラス 5人

臨床心理学コース
昼間クラス 10人

夜間クラス 10人

◆特別支援教育専攻

障害科学コース 5人

特別支援教育コーディネーターコース 2人

◆教育内容・方法開発専攻

認識形成系教育コース

社会系教育分野
昼間クラス 10人

夜間クラス 若干人

自然系教育分野（数学、理科）
昼間クラス 6人

夜間クラス 若干人

文化表現系教育コース

言語系教育分野（国語、英語）
昼間クラス 10人

夜間クラス 若干人

芸術系教育分野（音楽、美術）
昼間クラス 5人

夜間クラス 若干人

行動開発系教育コース 昼間クラス 12人
スポーツ健康系教育分野（保健体育） 　

応用生活系教育分野（技術・家庭、工業、情報） 　 夜間クラス 若干人

専門職学位課程（教職大学院）▶募集人員46人

◆教育実践高度化専攻

学校経営コース
昼間クラス 9人

夜間クラス 若干人

授業実践開発コース
昼間クラス 15人

夜間クラス 若干人

生徒指導実践開発コース
昼間クラス 12人

夜間クラス 若干人

小学校教員養成特別コース 10人

※�昼間クラスと夜間クラスのあるコースは昼夜開講制です。昼間クラスは加東キャンパス、夜間クラスは主
に神戸ハーバーランドキャンパスで開講します（昼間と夜間の区別がないコースは昼間クラスのみです）

「教育子午線」では、読者の皆さ
まの声を生かした誌面づくりを目
指しています。はがきかメールで
ご意見、ご感想を寄せていただい
た方にオリジナルのポストカード、
ボールペン、付箋紙のいずれかを
進呈します。
●あて先：〒673-1494 兵庫県
加東市下久米942-1
兵庫教育大学総務課
総務チーム
30795･44･2010
50795･44･2009

 office-koho@
hyogo-u.ac.jp

★兵庫教育大学は2013年10
月に開学35周年を迎えました。
今号の特集では、35年の間に
築き上げられた「大学と地域の
連携」を取り上げました。「連
携」ということは「相互作用」と
いうことであり、大学が社会に
貢献すると同時に、社会の要
請に応じて本学自身が大胆に
変貌し続けることを意味します。
社会一般を広く見渡す中で学
校教育を常に相対的な視点で
見る力が求められると感じてい
ます。〈す〉
※バックナンバーは兵庫教育大
学ホームページでご覧ください。

編 集 後 記

◎�あ な た の 声 を 
聞かせてください
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